
併設イベント

・展示会併設セミナー

赤外線セミナー（企画協力：日本赤外線学会）

光学薄膜セミナー（企画協力：光学薄膜研究会）

分光セミナー（企画協力：日本分光学会）

紫外線セミナー（企画協力：JPC紫外線研究会）

オプティクスセミナー（企画協力：日本光学会）

レーザーセミナー（企画協力：レーザー学会）

セミナーや併設イベントで、来場者へのプロモーションを行っています

・第9回 光科学フォーラムサミット

・レーザー技術総合研究所（ILT）「2017年度 研究成果報告会」

・光の教科書セミナー

・レーザーの教科書セミナー

・出展社セミナー

・光のブックフェア



研究・開発
41%

設計部門
7%

生産・生産技術
4%

営業
26%

調査・企画
14%

経営管理
5%

その他
3%

来場者のプロフィール

- 来場者の52%が研究～開発～設計～製造までの

ステップで、ものつくりにかかわっております。

- 具体的な課題を持った来場者と出展社の間で

商談が進んでおりました。
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来場者の主な所属団体（上位40社・団体）

• 光関連機器・部品を扱う大手企業から多数の来場者

• この中の半数以上は初参加。毎年、新たな商談のチャンス、関係構築のチャンスが生まれる

• 購入検討、課題解決といった明確な目的を持った来場者が多い（アンケート結果より）

来場登録者数
11/14(火)  1,275名(1,321名)

11/15(水)  1,573名(1,629名）

11/15(水)  1,613名(1,323名）

合計 4,461名(4,273名）

※同時開催展含。（ ）内は2016年実績。

人
数



来場者アンケートから(1/2)

来場目的（複数回答） 回答者に占める割合

新製品や最新技術の情報収集 88%

業界他社やマーケット全般の動向把握 36%

製品・装置の購入、導入の検討 17%

自社開発製品の問題解決のため 18%

専門分野の知識習得・スキルアップ 42%

次回の同展出展検討のため 2%

その他 3%

目的達成具合 回答者に占める割合

大いに満足した 6%

満足した 74%

やや不満だった 18%

不満だった 2%

具体的な課題を持った質の高い来場者
来場者の内90%近くが新製品と技術情報の収集が目的で

す。その内の約2割は購入検討や課題解決の探索に来場

しています。

出展社側からのアンケートでも見学者の質が高いと評価

されております。

高い満足度
全体の80%が 「満足した」 以上となりました。

これは出展社様側での“出展効果”と“商談”獲得にもつな

がります。



来場者アンケートから(2/2)

テーマの明確な展示会
絞られたテーマに興味のある来場者と出展社の出会いの

場を提供しています。

出展社からも「関心の持った来場者が多い」という評価を

いただいております。（出展社アンケートより）

過去のご来場について 回答者に占める割合

初めてである 65%

昨年参加した 27%

昨年は参加していないが、一昨年は参加した 3%

昨年も一昨年も参加していないが、過去には参加したことがある 4%

他社との比較(複数回答、抜粋) 割合

展示分野（テーマ）が絞られていて良い 58%

展示分野の広がりとしてはちょうど良い 23%

展示分野が狭い。あるいは関連する分野が少ない 13%

初参加の割合65%
近年参加していない来場者が70%以上。新しい商談・リー

ド発掘のチャンスがあります。

2割は“具体的な”購入検討や課題解決の探索に来場して

います。



出展社アンケートから(1/2)

ブース訪問者の質 回答者に占める割合

大変良かった 24%

良かった 43%

少し良かった 19%

あまり良くなかった 14%

他展との比較(複数回答、抜粋) 回答者に占める割合

展示分野（テーマ）が絞られていて良い 71%

展示分野の広がりとしてはちょうど良い 33%

興味を持っている見学者が多い 57%

強い興味を持った見学者が少ない 5%

出展社側から見た来場者の質が高い
出展テーマに対して関心の高い来場者が多い。

あらかじめ商談・目的解決の課題を持った来場者が多い

ので、シーズとニーズのマッチングの場となっています。

出展社と見学者の興味が一致している
光とレーザーに関する展示を期待している来場者、出展社

が集いますので、専門性が活かされた議論・商談の場とな

ります。



出展社アンケートから(2/2)

出展効果（複数回答） 回答者に占める割合

会社の知名度が上がった 38%

取扱い製品が認知された 81%

取扱い製品の理解が深まった 33%

全く効果がなかった 5%

具体的な商談について 回答者に占める割合

受注につながりそうだ 33%

今後のフォロー次第だ 62%

商談の機会が無かった 5%

関心を持った新規の来場者への
認知度の向上
関心の高い来場者への認知度アップにつながっています。

95%の出展社で実際の受注活動に
つながっています。
1/3の出展社が受注への手ごたえを感じております。

目的意識を持った見学者とのマッチングの場として機能し

ています。

ビジネスのリードの発掘の場として機能しています。



今後の弊社の活動予定

新しい来場者の掘り起こし

• 来場者を増やす事が課題の一つと認識しております。

• 商談の機会を増やすためには、新規の来場者が常に必要と考えております。幸い新規来場者は毎年

全体の約60%を占めており、来場者総数も増加傾向です。

• 次回を本年以上に盛況な展示会とするために、弊社のデータベースを活用して、ターゲットを絞ったプ

ロモーションを行う予定です。

出展社・来場者のマッチングの機会の提供

• テーマに関心が高く、具体的な課題を持った来場者多いのが本展示会の特長です。

「こんな課題についてアイデアがありそうな出展社がいないか？」と言った来場者の声、質問に答えら

える様な機能が持てる様に検討中です。

• 出展社同士の協業で来場者にソリューションを提供できる様な機能を検討いたします。

出展社へ魅力あるサービスの提供 「バーチャル展示会」

• Web上で常設の「バーチャル展示会」構想を進めております。

• 展示会前のプロモーションと展示会後も出展効果が継続できる様に検討中です。



次回開催

2018年 11月 13日(火)～11月15日(木)

科学技術館（東京 北の丸公園）

ご出展をお待ちしております




